
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年３月５日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１． 和算資料「志鎌文庫」の寄贈について 

２．「夢からビジネスへ」山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター 

  ４月から開発研究をスタート 

３．ダダチャマメ新品種「アベチャ 33」が品種登録 

４．学生が編纂した“スマイルエンジン山形の活動記録本”出版 

５．ガジャマダ大学（インドネシア）と大学間交流協定を締結 

６．サラマンカ大学（スペイン）と大学間交流協定を締結 

７．山形大学附属博物館を活用した中学生向けの体験学習プログラム 

「一日山大生になろう！」を開催 

 

  お 知 ら せ     

１． 平成２４年度 置賜マイクロ・ナノバイオフォーラム 

「微生物反応を利用した産業創出 ～生命・化学・産業～」を開催 

２．山形大学学位記授与式等の取材に対するお願い 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年３月２１日（木）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年３月５日                 

山 形 大 学 

和算資料「志鎌文庫」の寄贈について 

山形市八日町「志鎌家」に伝わる貴重な和算資料を ご寄贈いただきました。 

 

このたび、山形市八日町「志鎌家」に伝わる貴重な和算資料を 志鎌安
し か ま  あ

紀
き

良
ら

様より、本学

小白川図書館に ご寄贈いただきました。 

いただいた和算資料は、志鎌家のご先祖で、和算「最上流
さいじょうりゅう

」五伝の志鎌
し が ま

小平治安
こ へ い じ や す

重
しげ

（１８

５３－１９３６）氏が収集したものなど１４６点で、山形市出身の和算家「会田算
あ い だ さ ん

左
ざ

衛門安
え も ん や す

明
あき

（１７４７－１８１７）」直筆の和算書も多数含まれています。 

山形県は江戸時代に和算の非常に盛んなところであり、安明は、江戸期最大の和算流

派である関流
せきりゅう

（始祖：関孝和）に対抗して最上流を打ちたてた和算家であり、約 2000 冊の著

作があります。また、関流の藤田貞資
ふ じ た さ だ す け

の「精
せい

要算法
よう さんぽ う

」を批判し「改
かい

精算法
せいさんぽう

」を出版したことか

ら、関流と最上流とで論争が始まり、この論争が以後 20 年余続き、数学を知らない一般の

人たちにまで数学への関心を持たせることになったということでもよく知られています。 

４年後には没後２００年の記念の年を迎えようという、この時に、志鎌家より、安明直筆の

著作を多数含む和算資料がご寄贈されましたことは、本学にとって誠に有難くよろこばしいと

ころであります。 

いただいた資料は、大変貴重な学術資料でありますので、「志鎌文庫」と名づけ、末永く大

切に保管し、本学のみならず地域の皆様などの学術研究に役立てていただきたいと考えて

おります。 

 

 

（お問合せ先） 

 小白川図書館 細谷 

電話  628-4902  



志鎌文庫（和算資料）について 
 
最上流を創始した会田算左衛門安明の代表的著書としては、幾何の問題を扱った「算法天生法」、

和算書の教科書として最高の評価を得ている「算法天生法指南」、江戸時代に出版された有名な和算

書19冊を批評した「算法古今通覧」等が知られています。 
                             
このたび、志鎌家からご寄贈いただいた和算関係資料146点のうち、会田安明の「直筆」本は62
冊で、その中で「算法天生法」に関連する著書は、番号52、53の「算法天生法」です。 
また、「算法天生法指南」に吸収された著書は、番号46－51の「算法本源集」です。 

 
【52 算法天生法】        【49 算法本源集】 
 
  

                             【6 貫通術】          
 

      
 
 
 
                                
                                               
 
次に重要と思われる「直筆」本は、「貫通術」、「諸約混一術」です。 
「貫通術」は番号 6－14 で、例えば三角形や四角形に内接する円の性質   
を五角形や六角形に内接する円の性質に拡張することを 
会田安明は「貫通術」と呼んでいます。            【71 諸約混一術】 
                                 
「諸約混一術」は番号69－71で、未知数を二つ与えて、 
これを求める方法です。 
 
 
 
 
 「算法側円集」は番号43から45で、楕円に関する。 
研究です。楕円の焦点（当時は臍とよんでいる）を初めて 
発見したのは会田安明です。          【45 算法側円集】   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 山形大学小白川図書館には、佐久間文庫、柳原文庫、鈴木文庫の和算書が約 2000冊ほどありま
すが、ほとんど写本です。このたび、志鎌家からご寄贈いただいた和算書は、会田安明の「直筆」

本のほか、会田の直弟子の渡辺一の写本や斎藤尚仲の「直筆」本、山形で宗統を継承した最上流二

伝高橋仲善と三伝斎藤忠吉などの「直筆」本があり、大変貴重な和算書ばかりです。 
 
             （注）「直筆」：和算所の表表紙に「直筆」と付箋のついているもの。 



番号 表題 著・編者名 刊写別 請求記号 登録番号 備考（紀年）

1 圓内隔斜容圓術　 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//1 111205642
2 圓理孤背真術 最上流　會田算左衛門安明編 419.1//シカマ//2 111205643
3 改精算法　 鈴木安明 撰 419.1//シカマ//3 111205644 天明五年
4 改精算法正論　 神谷定治知由述 419.1//シカマ//4 111205645 天明五年
5 改精算法改正論　 鈴木安明 撰 419.1//シカマ//5 111205646 天明六年
6 貫通術　三斜内隔三斜容三圓術　初巻 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//6 111205647
7 貫通術　三斜内容圓之通術　上 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//7 111205648
8 貫通術　三斜内容逐圓之通術　地 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//8 111205649
9 貫通術　三斜内容逐圓之通術　人 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//9 111205650

10 貫通術　逐斜懐圓之通術　 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//10 111205651
11 貫通術　二圓罅容異圓術　上 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//11 111205652
12 貫通術　二圓罅容異圓術　中 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//12 111205653
13 貫通術　二圓罅容異圓術　下 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//13 111205654
14 貫通術　二圓罅容逐圓通術二條 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//14 111205655
15 換式法 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//15 111205656
16 局術　 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//16 111205657
17 極差法　 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//17 111205658
18 球題集　上　 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//18 111205659
19 球題集　下 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//19 111205660
20 結斜容圓術　 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//20 111205661
21 解惑算法　 會田安明 著 419.1//シカマ//21 111205662 天明八年
22 解惑辡誤　 神谷幸吉定令著 419.1//シカマ//22 111205663 寛政二年
23 交商法　 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//23 111205664 寛政二年
24 交商法　 419.1//シカマ//24 111205665
25 五圓之術起源 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//25 111205666
26 鈎股本源集起源　一 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//26 111205667
27 鈎股本源集起源　二 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//27 111205668
28 鈎股本源集起源　三 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//28 111205669
29 鈎股本源集起源　四 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//29 111205670
30 鈎股本源集起源　五 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//30 111205671
31 鈎股本源集起源　六 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//31 111205672
32 鈎股本源集起源　七 會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//32 111205673
33 作式術集　 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//33 111205674
34 三斜矩合集　 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//34 111205675
35 算法本源輯　　　五 419.1//シカマ//35 111205676
36 算法本源輯起源　十一 鈴木彦助安明子貫著 419.1//シカマ//36 111205677
37 算法本源輯　　　一十三 鈴木安明子貫著 419.1//シカマ//37 111205678
38 算法本源輯起源　一十四 419.1//シカマ//38 111205679
39 算法本源集起源　一十五 419.1//シカマ//39 111205680
40 算法本源集起源　一十六 會田算左衛門安明著 419.1//シカマ//40 111205681
41 本源集起源　　　　一十七 419.1//シカマ//41 111205682
42 本源集起源　　　　一十八 419.1//シカマ//42 111205683
43 側圓類起源　　　　一十九 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//43 111205684
44 側圓類起源　　　　二十 自在　會田安明子貫撰 419.1//シカマ//44 111205685
45 算法側圓集　　　　二十一　 自在　會田算左衛門安明著 419.1//シカマ//45 111205686
46 算法本源集　　　　二十三 419.1//シカマ//46 111205687
47 算法本源集　　　　二十四 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//47 111205688
48 算法本源集　　　　二十五 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//48 111205689
49 算法本源集起源　二十六　 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//49 111205690
50 算法本源集雑記　天 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//50 111205691
51 算法本源集雑記　地 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//51 111205692
52 算法天生法　四 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//52 111205693
53 算法天生法　上 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//53 111205694 天明戊申
54 算法交會術遍約題集成　坤 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//54 111205695
55 算法交會術遍約題集成　乾 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//55 111205696
56 算法貫差法　安明編 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//56 111205697
57 算法集 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//57 111205698 寛政九年
58 算法廓如　 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//58 111205699
59 算法非揆乱 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//59 111205700 寛政十三年

60 標題起源　一 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//60 111205701
61 標題起源　二 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//61 111205702
62 標題起源　三之四 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//62 111205703 天明八年
63 標題起源　五 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//63 111205704 寛政二年
64 標題起源　六 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//64 111205705
65 算法雑記　八 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//65 111205706
66 算法雑記　九 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//66 111205707
67 算法雑記　十 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//67 111205708

68 自在門之江来問並門子術之内秡術　 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//68 111205709 寛政六年

69 諸約混一術　上 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//69 111205710 天明甲辰
70 諸約混一術　中 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//70 111205711
71 諸約混一術　下 會田算左衛門安明　 * 419.1//シカマ//71 111205712
72 精要算法起源改精巻之一 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//72 111205713
73 精要算法起源改精巻之ニ 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//73 111205714
74 精要算法起源改精巻之三 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//74 111205715
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75 精要算法起源改精巻之四 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//75 111205716
76 精要算法起源改精巻之五 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//76 111205717
77 精要算法起源改精巻之六 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//77 111205718
78 精要算法起源改精巻之七 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//78 111205719
79 精要算法起源改精巻之八 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//79 111205720
80 算法招差貫通法　 419.1//シカマ//80 111205721
81 累栽招差法起源　一 最上流元祖　會田算左衛門安明 * 419.1//シカマ//81 111205722
82 福成算法 神谷定令元謹序 419.1//シカマ//82 111205723
83 揆乱算法　 神谷定令元帥識 419.1//シカマ//83 111205724 寛政十一年
84 非改精算法　 神谷定令元帥識 419.1//シカマ//84 111205725 天明六年
85 拾璣算法起源　巻ノ二 最上流　齋藤繁之丞尚仲　撰 419.1//シカマ//85 111205726
86 平方算題術 最上流直傳　齋藤繁之丞尚仲　著 419.1//シカマ//86 111205727
87 算法側円術 齋藤繁之丞尚仲　 * 419.1//シカマ//87 111205728
88 算法分合術　前編 最上流二傳　高橋吉衛門仲善 * 419.1//シカマ//88 111205729
89 算法分合術　後編 最上流二傳　高橋吉衛門仲善 * 419.1//シカマ//89 111205730
90 天生法圓類　 最上流二傳　高橋吉衛門仲善 * 419.1//シカマ//90 111205731
91 最上流　関流元祖先生墓碑寫 最上流三傳　齋藤忠吉 * 419.1//シカマ//91 111205732
92 天生法圓中三圓術 最上流三傳　齋藤忠吉 * 419.1//シカマ//92 111205733
93 旭坐先生碑 最上流三傳　齋藤忠吉 * 419.1//シカマ//93 111205734
94 算法大意　 最上流三傳　齋藤忠吉 419.1//シカマ//94 111205735
95 山縣八幡宮奉納算題起源　 最上流三傳　齋藤忠吉 419.1//シカマ//95 111205736
96 最上流算法妙題助術　 最上流五傳　志鎌小平治安重 419.1//シカマ//96 111205737
97 最上流算法測量雑集 志鎌小平治安重 419.1//シカマ//97 111205738 明治廿一年
98 算法三傳集 最上流　武田徳治定恒編 419.1//シカマ//98 111205739
99 灋最上流算灋源氏香 最上五傳　武田徳治定恒 * 419.1//シカマ//99 111205740
100 剰一剰一術 武田徳治定恒編 419.1//シカマ//100 111205741
101 演叚諸題集 武田徳治定恒編 419.1//シカマ//101 111205742 元治元年
102 算法身之加減　一 渡邉一貫 419.1//シカマ//102 111205743 天保元年
103 算法身之加減　二 渡邉治右門一 419.1//シカマ//103 111205744
104 算法身之加減　三 渡邉治右門一 419.1//シカマ//104 111205745
105 算法身之加減　四 渡邉治右門一 419.1//シカマ//105 111205746
106 算法身之加減　五 渡邉治右門一 419.1//シカマ//106 111205747
107 算法身之加減　続編 渡邉治右門一 419.1//シカマ//107 111205748
108 算法身之加減　附録 渡邉治右門一 419.1//シカマ//108 111205749
109 最上流庄壽傳　 齋藤尚善　写 419.1//シカマ//109 111205750
110 見盤術　分見術　 武田石山壽晃編 419.1//シカマ//110 111205751
111 算法初術　二 419.1//シカマ//111 111205752
112 従立法至七乗方開術　 419.1//シカマ//112 111205753
113 零約術 419.1//シカマ//113 111205754
114 杦形自在傳 舟山惣治郎 419.1//シカマ//114 111205755
115 古今通覧側圓起源 419.1//シカマ//115 111205756
116 続神壁等法起源　上 419.1//シカマ//116 111205757
117 続神壁等法起源　下 419.1//シカマ//117 111205758
118 判談物控書 419.1//シカマ//118 111205759
119 算法諸術　 419.1//シカマ//119 111205760
120 二精評詮　 坂正永　評選 419.1//シカマ//120 111205761
121 （丁ノ方） 419.1//シカマ//121 111205762
122 庚戌雑集 419.1//シカマ//122 111205763
123 算法追善集 佐久間二郎太郎藤原正方　撰 419.1//シカマ//123 111205764 天保十一年
124 算法孌形指南 福田彦兵衛 419.1//シカマ//124 111205765 文政三年
125 田畑坪割之事　完 志鎌重兵衛写 419.1//シカマ//125 111205766
126 適尽法級方解 和田圓象考之 419.1//シカマ//126 111205767
127 数理雑纂　　天 419.1//シカマ//127 111205768
128 数理雑纂　　地 419.1//シカマ//128 111205769
129 数理雑纂　不全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 419.1//シカマ//129 111205770
130 西洋測略序 419.1//シカマ//130 111205771 天保七年
131 極数術起源 岩田専平好算述 419.1//シカマ//131 111205772 嘉永元年
132 四率起源稿 419.1//シカマ//132 111205773
133 算法 西川正体誌 419.1//シカマ//133 111205774 享保元年
134 オクタント測法 419.1//シカマ//134 111205775
135 閑際筆記抄 419.1//シカマ//135 111205776
136 TERU 419.1//シカマ//136 111205777
137 ABERRATIE 419.1//シカマ//137 111205778
138 NUTATIE 渋川景佑 419.1//シカマ//138 111205779

139 最上流算法天生法指南　復刻 会田算左衛門安明先生百五十年祭記
念出版

419.1//シカマ//139 111205780 昭和41年

140 自在物談 会田算左衛門安明先生百五十年
祭記念出版

419.1//シカマ//140 111205781 昭和41年

141 最上流和算の改祖　会田算左衛門安明先生
150年祭記念展出品目録

会田算左衛門安明先生百五十年
祭記念出版

419.1//シカマ//141
111205782

142 會田先生算学塚銘 419.1//シカマ//142 111205783
143 繁利法 419.1//シカマ//143 111205784

144 明治早割算法独稽古　 青地兼冶編輯 419.1//シカマ//144 111205785 明治16年

145 算法諸術密傳集 419.1//シカマ//145 111205786

146 山形市南部土地測量図 419.1//シカマ//146 111205787

*　「直筆本」と付箋がついているもの
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プ レ ス 発 表 資 料                

 
                               平成25年3月5日                             

山形大学 
 

「夢からビジネスへ」山形大学有機エレクトロニクス  
イノベーションセンター４月から開発研究をスタート  

 
米沢市オフィス・アルカディアに建設中の山形大学有機エレクトロニクスイノベーシ

ョンセンターは、４月 の開所に向けて、準備の最終状況に入 りました。概 要 と今後の

予定についてご紹介します。 

 

米沢市オフィス・アルカディアに建設中の山形大学有機エレ

クトロニクスイノベーションセンター（以下、センターと  

表記）について、４月の開所に向けての、最終準備段階に  

入りました。現在、装置の搬入を開始したところで、３月

中旬までに装置の設置も完了する予定です。  

センター紹介のパンフレットも作成いたしましたが「夢から

ビジネスへ」をキャッチフレーズに、山形大学にて長年積み重

ねてきた、夢の技術、未来の技術である有機エレクトロニクス

を、現実のビジネスへと展開させることを目標としています。 

 センターは経済産業省の補助金を基に山形県、米沢市 

の支援を受けて建設し、運営も産官学連携で行います。 

産としては、運営支援組織として、民間企業による 

有機エレクトロニクスイノベーションコンソーシアムの設立準備を進めているところで、

平成２５年２月１日には、東京にて同コンソーシアムの説明会を開催しました（参加：７

７機関９９名）。また官としては、山形県、米沢市、経済産業省、文部科学省他の支援を

受ける予定です。 

 現在、建屋はほぼ完成したところで、３月中に開発装置の搬入設置、４月から本格的に

開発研究をスタートする計画です。開所式は９月を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

2013.01.24 撮影 

お問い合わせ先 

工学部研究プロジェクト支援室 

Tel:0238-26-3590 







 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年 ３月 ５日                 

山 形 大 学 

 

ダダチャマメ新品種「アベチャ33」が品種登録 

山形大学開発のエダマメダイズ用新品種「アベチャ33」が、 

平成25年２月26日付で品種登録され、官報により公示されました。 

 

山形大学開発のエダマメダイズ用新品種「アベチャ 33」が、平成 21 年 2 月に品

種登録申請し平成 25 年 2 月 26 日付で品種登録され、農林水産大臣名で交付されま

した。 

庄内地方で栽培されているダダチャマメ品種で、これまでに品種登録されている

ものは全くなく、この「アベチャ 33」がダダチャマメ系で最初の品種登録です。 

この「アベチャ 33」は、山形大学農学部の阿部 利徳教授が育成したものです。 

 

・主な特性 

ダダチャマメ新品種「アベチャ 33」は、白山ダダチャにγ線を照射した後代か

ら大粒変異系統として選抜したもので、種子重が 10％重く、100 粒重が 28g あり、

また白山ダダチャと比較して主茎長が５cm 長く、さらに開花期および収穫期が４

日遅い中生の品種である。多収であり、成分・品質は白山ダダチャと同様に良食

味である。 

エダマメ生産の立場からのメリットとして、良食味ダダチャマメの収穫期の幅を

拡大するのに有効である。 

 

・育成経過 

平成 15 年 5 月に、農業生物資源研究所ガンマールームにおいて 100Gy のγ線を

照射し、200 個体を栽培した。この中から、農業形質が良好で、種子がやや大粒で

ある 44 株を選抜した。 

平成 16 年には大粒の９系統群 28 系統を選抜した。 

平成 17 年には３系統群 11 系統に絞り込み選抜した。 

平成 18 年に 11 系統の特性調査を行い、大粒の形質を示す 6 系統を選抜した。 

平成 19 年にこの６系統の特性調査を継続し、大粒の形質を示し、実用形質に優

れた１系統を選抜した。 

原品種より純系選抜したこの系統は、原品種と比較して、主茎長が約５cm 長く、

種子がやや大粒で、開花期が約 4 日遅くなるという特徴を示した。 

 

 

 

（お問合せ先） 

  山形大学農学部企画広報室 

電話：0235（28）2803  



新品種、アベチャ３３の莢付き株

アベチャ 33白山ダダチャ



新品種、アベチャ３３の草姿



白山ダダチャ アベチャ ３３

新品種、アベチャ３３の完熟子実







 

                                  

プレス発表資料                

 
                            平成２５年３月５日 

                               山   形   大   学  

学生が編纂した“スマイルエンジン山形の活動記録本”出版  

 

震災直後から活動を開始し、これまでに約1,800名のボランティアを被災地支援に送り出した 

「スマイルエンジン山形」の活動記録本を、3月11日に出版します。 

 

2011年 5月から運用が開始された山形大学と東北芸術工科大学の教職員

および学生有志による復興支援活動「スマイルエンジン山形」の活動記

録を、両大学の学生が執筆・デザイン・イラスト・編集を担当し本にま

とめ、 2013年 3月 11日に出版することとなりました。  

 

■本のタイトル： 

「ぼくらのスマイルエンジン－東 日本大震災  学 生 ボランティアバスの記録－」 

 

この本は、 2011年 5月に運用が開始されたスタートアップ便から、 2013

年 2月の最終便までの軌跡を学生自身が運行記録としてまとめています。

復興支援活動の立ち上げと運用に実際に携わってきた学生スタッフに

よる現場からの目線でまとめ上げた活動記録本となっています。 

またボランティア活動に必要な道具の説明や、震災以降の社会の動きを

年表形式でまとめたデータも掲載されています。  

多くの学生達に読んでもらえるように、価格設定も 500円（税込）とし

ています。  

 

※本の出版とこれまでの活動についての報告会を3月下旬に実施予定です。 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

 

山形大学渉外部渉外課  

大学連携担当 

Tel 023-628-4842 fax 023-628-4820 

dairen@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 







 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年３月５日                 

山 形 大 学 

 

ガジャマダ大学（インドネシア）と大学間交流協定を締結 

安田副学長（国際交流担当）らが大学間交流協定の締結と研究交流の推進のため、イ

ンドネシアのガジャマダ大学を訪問しました。 

 

 2013 年２月１８日に、安田弘法副学長（国際交流担当）らがガジャマダ大学（インド

ネシア）を訪問し大学間交流協定を締結しました。2002 年にガジャマダ大学林学部及び

農学部と本学農学部が学部間交流協定を締結しており、この度の大学間交流協定締結によ

り更なる交流が期待されます。 

 ガジャマダ大学は１８学部・１研究科を有し、約 54,000 人が学ぶ総合大学です。世界

的に有名な仏教遺跡のボロブドールがあるインドネシア有数の古都・ジョグジャカルタに

あります。 

 調印式では両大学間の教育・研究における交流、学生の短期留学及び同大学における本

学の国際交流拠点の設置等について、意見交換を行いました。調印式後、学生・教職員を

対象としたセミナーを開催し、安田副学長による山形大学の紹介や、同行した国際交流担

当の大崎教授による進化生態学に関する研究の紹介があり、活発な質疑応答がなされまし

た。 

 なお、７月初旬から大崎教授が２ヶ月間現地に滞在し、学生や研究者と交流を行い、山

形大学の国際拠点として情報を発信する予定です。 

    

  調印後、Karnawati副学長と        安田副学長による山形大学の紹介 

（お問合せ先） 

 山形大学渉外部国際交流室 

 三宅和広 

電話 023-628-4118 
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平成２５年３月５日    

山 形 大 学 

山形大学とサラマンカ大学（スペイン）が大学間交流協定を締結 

平成25年3月1日に、サラマンカ大学（スペイン）で、本学安田理事・副学長

（国際交流担当）とDaniel Hernandez Ruiperezサラマンカ大学長が、学術交

流協定書及び学生交流に関する調印式を行いました。 

 
山形大学は、サラマンカ大学（スペイン語表記：Universidad de Salamanca）と大学間交

流協定を締結しました。同大学は、スペインの首都マドリードの西北西約200kmに位置する
都市サラマンカにある大学であり、63の学科で約32,000人の学生が学ぶ、歴史と伝統のある
総合大学です。平成25年3月1日にサラマンカ大学で行われた調印式では、両大学関係者
及び多数の現地マスコミ関係者が見守る中で、安田弘法理事・副学長（国際交流担当）と
Daniel Hernandez Ruiperezサラマンカ大学長が、学術交流協定書及び学生交流に関する
覚書にサインしました。なお、調印後に行われた記者会見及び懇談会では、活発な学術研
究を促進するとともに学生の交流はもちろん教職員の交流も積極的に進めていくことが確認
されました。 
 
１ 本協定について 
（１） 調印式 
 日 時： 平成２５年３月１日(金）１２時００分 
 場 所： サラマンカ大学 
 締結者： サラマンカ大学長 Daniel Hernandez Ruiperez 
       山形大学理事・副学長（国際交流担当） 安田弘法 
（２） 協定内容 
 ① 教職員及び学生の交流 
 ② 共同研究活動 
 ③ 教育及び研究に関する情報の交換 
 

 

   
調 印 式 の様 子 （前 列 中 央 左 が安 田 理 事 ・副 学 長 、 大 勢 のマスコミに見 守 らて行 われた調 印 式 の様 子  

前 列 中 央 がDanielサラマンカ学 長 ） 



 

 
 
２ サラマンカ大学の概要について 
 サラマンカ大学は、1218年にレオン王国のアルフォン９世によって設立され、現存するスペ
イン最古の大学であり、オックスフォード大学・ケンブリッジ大学・パリ大学・ボローニャ大学と
並び、ヨーロッパで最も古く権威のある大学の1つとして知られている。大航海時代には、天
文学などに基づいた航海計画が綿密に練られた場所となり、宗教改革後は、ヨーロッパにお
けるカトリック神学の中心ともなった。同大学は、スペイン国内外に多くの偉大なる学者を輩
出し、スペインおよび新大陸での大学のモデルともなり、学問の殿堂としての重要な役割を
今日まで果たしてきた。なお、1988年には、サラマンカの旧市街とともにユネスコの世界遺産
に登録された。我が国との関係で言えば、天皇・皇后両陛下が皇太子時代を含めて2度サラ
マンカを訪れたことを契機として日西センターが設置されることとなり、日本語教育及び日本
文化教育が盛んに行われていることでも有名である。 
 
３ 山形大学のこれまでの大学間協定締結状況について 
  ２５カ国・地域の５６機関（平成２５年３月５日現在） 
 
４ サラマンカ大学ホームページでの紹介記事について 
  http://saladeprensa.usal.es/webusal/node/29724 
 
 

   

サラマンカ大 学 の図 書 館                        中 世 の面 影 を色 濃 く残 すサラマンカ市 街  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（お問合せ先） 
 山形大学渉外部国際交流室 
 三宅和広 

電話 023-628-4118 
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                                   平成２５年３月５日                 

山 形 大 学 

山形大学附属博物館を活用した中学生向けの体験学習プログラム 

「一日山大生になろう！」を開催 

近くにあるのに、よく知らない「ダイガク」。 

「ダイガク」を知りたいみなさんのための、体験入学講座を行います。 

 さあ！キミも「一日山大生」になってみませんか？ 

  

本事業は、大学に蓄積された学術研究成果および研究環境を活用し、多様化する

カリキュラムに対応した新たな学習プログラムの開発を目指すものです。これまで

も地域社会に対する窓口として活動してきた大学博物館をベースに、そのリソース

とノウハウを活用します。今回は、将来の職業観および進路観を育むうえで重要な

時期といえる中学生を対象とし、理系・人文系両方のワークショップを体験するこ

とにより、高等教育の広さと深さを体感し、自分の適性を確認するとともに将来の

学びについて考えるきっかけを作ることを目的とします。 

  

主催  山形大学附属博物館    

 日時  平成25年3月22日（金）10：00～15:00 

 対象 山形市内在住中学生 

 定員 10名（先着順）  

 体験内容 理系体験「まだ名前がない山形の生き物を見てみよう」 

  文系体験「昔のお金を作ろう ～日本のお金のルーツをさぐる～」 

  その他、入学式・修了式、学食体験なども予定しています 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 渉外部渉外課（社会連携・図書担当） 

 大谷 ゆき 

 電 話 ４０１６ 

  メール k-tojyoki@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 







 

プレス通知資料               （概 要） 
                                                           

平成２５年３月５日 
山 形 大 学 

 

１． 平成２４年度 置賜マイクロ・ナノバイオフォーラム 

 「微生物反応を利用した産業創出 ～生命・化学・産業～」を開催します。 

 

日 時：３月２９日(土) 13:00～17:30(12:00 開場) 

場 所：伝国の杜・置賜文化ホール（米沢市丸の内１－２－１） 

      ※入場無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

２． 山形大学学位記授与式等の取材に対するお願い 

３月１７日（日）１１時から鶴岡地区、３月２０日（水・祝日）１０時から米沢地区、３月２５日（月） 

１０時から山形地区の学位記授与式を開催します。 

式当日の取材に際しては、壇上での撮影は差し支えありませんが、式進行の妨げとなるような

行為は慎んでいただき、円滑な進行にご協力をお願いいたします。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

 

３． これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

 

○山形県民シンポジウム 挑戦！山形で活躍する人づくりを開催！！ 

文部科学省の平成２４年度「大学間連携共同教育推進事業」に、【美しい山形を活用した「社

会人力育成山形講座」の展開】が採択され、山形大学を中心に、11 の高等教育機関及び７の自

治体・経済団体が連携して事業をスタートし、キックオフシンポジウムを開催します。 

 

日時：3 月 15 日(金) 13:30～17:00(受付 13:00 より) 

場所：ホテルキャッスル（２Ｆ弥生の間） 

※入場無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 







 

                                  

プレス通知資料 

 

平成２５年３月５日                 

山 形 大 学 

山形大学学位記授与式等の取材に対するお願い 

平成２４年度山形大学学位記授与式等を挙行いたします。 

 
式当日の取材に際しては、壇上での撮影は差し支えありませんが、式進行の妨

げとなるような行為は慎んでいただき、円滑な進行にご協力をお願いいたします。  

また、学長告辞については、当日に配布いたしますが式終了後に公表願います。 

   なお、各附属学校の卒業（園）式につきましても、併せてお知らせいたします。 
 
  【山形地区】 
  ●人文学部・地域教育文化学部・理学部・医学部・社会文化システム研究科・ 

教育学研究科・地域教育文化研究科・理工学研究科（理学系）・医学系研究科・ 
教育実践研究科・養護教諭特別別科 

   日 時：平成２５年３月２５日（月）１０：００開式 
   会 場：山形県体育館（山形市） 
 
  【米沢地区】 
    ●工学部・理工学研究科（工学系） 
   日 時：平成２５年３月２０日（水・祝日）１０：００開式 
   会 場：米沢市営体育館（米沢市） 
 
  【鶴岡地区】 
    ●農学部・農学研究科 
   日 時：平成２５年３月１７日（日）１１：００開式 
   会 場：東京第一ホテル鶴岡（鶴岡市） 
     
  【附属学校】 
    ●附属幼稚園 
   日 時：平成２５年３月１５日（金）１０：００開式 
   会 場：附属幼稚園遊戯室 
    ●附属小学校 
   日 時：平成２５年３月１９日（火） ９：００開式 
   会 場：附属小学校体育館 
    ●附属中学校 
   日 時：平成２５年３月１６日（土） ９：００開式 
   会 場：附属中学校体育館 
    ●附属特別支援学校 
   日 時：平成２５年３月１８日（月）１０：００開式 
   会 場：附属特別支援学校体育館 
 

 （お問い合わせ） 
総務部総務課 
（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００６ 

 






